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C0001 「ほっかいどう応援団会議」の結成

C0002 道庁の政策提案力、実行力の強化と人材の発掘を図り、行財政改革の推進に取り組みます。

C0003
北海道の「宝」を掘り起こし、市町村と一体となって「磨き」をかけ、国内外に知事が先頭に立って売り込むことにより、新たな財源を獲
得します。

C0004
１７９市町村、５３０万人の道民と道庁組織がスクラムを組み、人口減少を食い止めるための政策と知恵を総動員し、総力を挙げて危機突
破します。

C0005 北海道創生を実現するため、市町村の創意ある取組と連携し、北海道の活力を取り戻します。

C0006
建設業や流通・運輸業、観光業、介護・保育など、人手不足が顕在化している分野を中心に、仕事に関する詳しい情報や魅力の発信を図
り、人材確保に取り組みます。

C0007
ワークライフ・バランスなど働きやすい環境整備の促進を図るとともに、業務の省力化や効率化への支援など生産性向上につながる取り組
みを効果的に展開します。

C0008 農林水産業の魅力を発信し、道内への移住・就業を働きかけます。

C0009
農業経営の法人化を推進し、生産性の向上と経営の強化を図るとともに、就職先としての環境の整備を進め、新規就農を希望する方々の受
入れ体制の充実を図ります。

C0010 市町村や漁業団体と連携し、漁業、特に養殖業などへの新規就業者のサポートを行い、担い手の育成と地域への定住を支援します。

C0011
将来の本道林業を支える人材育成のための「北の森づくり専門学院」の開校に向けて、林業が盛んな地域と連携し、特色あるカリキュラム
の充実を図ります。

C0012 高性能林業機械化や先端技術の導入に取り組み、生産性の向上と作業の省力化を図ります。

C0013
官民が融合して、各地の若者による能力向上のための研修の企画・提案、合宿などを支援し、地域リーダーの育成を図るとともに、業種・
地域を越えたネットワークの構築を図り、課題解決に取り組む、「北海道ニューリーダーネットワーク（仮称）」を創設します。

C0014
高い意欲と将来性を有する若者の海外留学を支援し、将来の北海道を担うグローバル人材を育成するとともに、積極的に活動する若者の姿
を全道に発信し、応援していただく方や留学生希望者の拡大を進めます。

C0015 ジョブカフェ・ジョブサロンを活用し、意欲を持った方々の就業を支援します。

C0016 体系的に職業教育を継続し、産業の担い手育成に努めます。

C0017 外国人材の受入れ拡大に向けた道民理解の促進を図り、地域に定住しやすい環境づくりを支援します。

C0018 雇用側と働く外国人の側、そして地域の三者で協議会を設置し、受入れに伴う課題を解決します。

C0019
外国人に対する暮らしやコミュニティへの参加などの相談対応を充実させ、多様な方々がお互いの違いを尊重し合う社会づくりを進めま
す。

C0020 外国人留学生が北海道に住み続けたいと思えるよう、多様なニーズを満たす地域情報の発信や相談体制を構築します。

C0021
北海道在住の留学生と留学生ＯＢ、家族などをつなぐネットワークを設立し、留学生が安心して北海道で暮らし続けられる環境整備に努め
ます。

C0022
市町村や民間企業と連携し、女性ならではの創意に富んだ起業プロジェクトに対する融資、クラウドファンディング、マーケティングなど
の支援充実を図ります。

C0023 就職に関するさまざまな相談に対応する支援体制の強化に取り組みます。

C0024 女性の活躍を推進する企業へのインセンティブを充実させ、その拡大を図ります。

C0025
高齢者や障がいのある方々が、自分の希望するスタイルに合った柔軟な働き方が可能となるよう、環境整備を進めるとともに、経済や労働
団体などによる検討会を設置し、テレワークやマルチワークなど多様な働き方の導入促進を図ります。

C0026
バリアフリー、ユニバーサルデザイン導入に積極的に取り組む企業や団体の表彰制度を活用し、北海道全体での導入促進に向けた気運醸成
を図ります。

C0027
障がいのある方々が、農業を通じて、収入とやりがいを得られる農福連携の展開を図るとともに、さらに一歩進めて民間企業のノウハウを
活用した農福商工連携の推進に取り組みます。

C0028 学力・体力の地域別の重点指導方針などを策定し、その向上に向けた取り組みを進めます。

C0029 子どもたちのふるさとへの愛着を育み、健やかな成長を促す特色ある教育を展開します。
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C0030 国際化の進展に向けて、語学力や多文化共生社会への対応力を培うカリキュラムの開発と実施に取り組みます。

C0031
いじめや体罰など、学校や地域で生じる問題で悩み苦しむ子供や保護者への相談や助言などに積極的に取り組み、いじめの根絶を図りま
す。

C0032
若手教員や将来のスクールリーダーの育成、教員研修の充実と、ＩＣＴを活用した遠隔授業の推進など、教育力・学校力の向上を図りま
す。

C0033
複雑化・多様化する学校現場への対応や部活指導など、教師の長時間勤務に対する負担軽減に向けた働き方改革の実践と、地域人材スクー
ルスタッフの充実を図ります。

C0034 授業料減免措置の拡充や給付型奨学金の増額など、低所得世帯の子供に対する高等教育の無償化に取り組みます。

C0035
特別支援学校の施設の拡充、近隣の学校に通学できる体制整備、就職支援体制の強化など特別支援教育の充実を図り、市町村や関係団体と
連携し、地域活動への参加や就職に向けて支援します。

C0036
職業教育の中核的機関である専修学校・各種学校をはじめ、多様化する国民のニーズに応じた特色ある教育に重要な役割を果たしている私
学教育の振興を図ります。

C0037
良質な食事を通じた健康な身体づくりや食べ物を大切にする心を育む「食育」、自然の木がもつ暖かみとふれあう「木育」を通じて、子ど
もたちにふるさと北海道の魅力を伝えます。

C0038 地元産品を大切にするライフスタイルの魅力発信と定着を進めることで、地産地消を推進し、地域経済の活性化を図ります。

C0039 道内各地で安心して医療を受けるために、医師をはじめ、看護師、薬剤師など医療に関わる人材の確保に取り組みます。

C0040
ドクターヘリやメディカルウイングをはじめ救急医療の充実、高度・専門的医療や遠隔医療の提供、先進医療の実用化、医療情報連携ネッ
トワークの構築を進めます。

C0041 休日夜間の医療相談体制の充実や、外国人への医療提供に関するさまざまな問題の対応などに取り組みます。

C0042
死亡原因第１位のがん対策のため、がん治療の確立や患者の方々の就労支援、生活習慣の見直しや検査受診の促進など、総合的な対策を推
進します。

C0043 障がいのある方々への差別解消に取り組むとともに、就労支援やバリアフリーの推進など、障がい者福祉サービスの充実を図ります。

C0044
歯の健康の推進に向け、在宅で生活する高齢者や障がいのある方々が歯科診療を受けやすい体制を充実するため、在宅療養支援歯科診療所
に対する支援、障がい者歯科医療協力医研修を実施します。

C0045 道内の医育大学との連携を深め、地域における周産期医療の維持・確保を図るとともに小児救急救命医療の充実に取り組みます。

C0046 産科のない地域の助産師外来の開設、出産後のケア体制の充実などを進めます。

C0047 不妊治療と不育症治療の支援強化を図ります。

C0048
離島をはじめ、産科医療機関のない地域の妊産婦の方々に対し経済負担への支援を行い、妊娠・出産に関わる地域間格差の解消を図りま
す。

C0049
子育てに取り組む世代を社会全体でサポートする体制を強化し、希望する方が２人目、３人目と子どもを安心して育てたいと思える環境づ
くりを進めます。

C0050 さまざまな悩みを持つ子育て世代をサポートするため、仲間と出会える地域子育て支援拠点の整備を進めます。

C0051 地域の子どもたちに遊び・学び・食事などを提供し、高齢者をはじめ地域の多世代が支え合う仕組みづくりを進めます。

C0052
地域包括ケアの推進に向けて、介護人材の育成確保や介護に関する先端技術の導入を進めるとともに、計画的な施設整備など高齢者福祉の
充実に取り組みます。

C0053
高齢者の方々が健康で元気に暮らせるよう、再生医療の研究促進と早期実用化、リハビリテーション機能の拡充や統合医療の研究推進に取
り組みます。

C0054 結婚を望む方々を応援するため、結婚支援情報の提供や地域の様々なアイデアを活かした活動を支援します。

C0055
産前・産後の切れ目ない支援体制の整備や経済的負担の軽減、待機児童ゼロの実現に向けた保育施設の拡充と保育士の処遇改善など、安心
して産み育てることができる環境を整備します。

C0056 保育士や幼稚園教諭の研修を行う拠点を整備し、幼児期教育の充実と質の向上を図ります。

C0057
市町村と連携し、住民の集住化やまちの機能の集約化、優れた景観の維持、エネルギーの効率化などさまざまな支援を行い、人口減少社会
においても、複合的な都市機能を有する活力あるまちづくりに向けた取り組みを進めます。

C0058 ＳＤＧsの考え方を踏まえ、持続可能な社会づくりに向けた政策の推進や道民への普及啓発に取り組みます。
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C0059 生活必需品やガソリンスタンドなどの生活サービス機能の維持に向けた取り組みを支援します。

C0060
買い物や除雪などの高齢・独居、子育て世帯などのニーズに対応した生活サービスの充実を図り、誰もが暮らしやすい地域づくりを進めま
す。

C0061 災害時の対応や、公共施設・民間施設の維持・管理を担う建設業をはじめとする地域活動の担い手を確保します。

C0062 市町村と連携して商店街の空き店舗の活用促進に向けた仕組みをつくり、新規創業希望者の出店を支援します。

C0063
高齢者の買い物支援など、地域における生活関連サービスのニーズと、若者とのマッチングを図ることで、サービスの地産地消を推進しま
す。

C0064 北海道との関わりを楽しむファンの方々とのつながりを維持・強化し、関係人口の拡大を進めます。

C0065 Ｕ・Ｉ・Ｊターンの推進に向け、北海道の暮らしや仕事の情報を積極的に発信します。

C0066
地域で活躍する人や移住者からＳＮＳ等を通じ、地域の魅力的な情報を発信してもらい、道外の移住希望者に道内への移住を働きかけま
す。

C0067 中長期的な視点で海外からの移住を増やすため、地域情報などの多言語での発信を進めます。

C0068
全道的な移住推進団体や各分野で移住・結婚支援に取り組む組織と連携し、交流会の開催や、移住者同士のネットワークの構築などを進
め、受入れ体制づくりを推進します。

C0069 札幌冬季五輪・パラリンピックの招致を実現するとともに、世界にはばたく道産子アスリートの育成を強化します。

C0070 各種スポーツ合宿の誘致を促進し、市町村の経済や観光、地域スポーツの活性化につなげます。

C0071
本道に拠点を置く、プロスポーツ選手とのふれあいと交流の場を創出し、スポーツのファン層の拡大や子どもたちのスポーツに取り組む意
欲の向上を図ります。

C0072
２０２０年の民族共生象徴空間「ウポポイ」のオープンに向けて、国内外へのＰＲや本道の文化の魅力発信イベントを開催し、誘客促進や
道内の気運の盛り上げを図ります。

C0073 ラグビーＷ杯や東京オリ・パラ開会式においてアイヌ文化が発信できるよう国や関係機関に働きかけます。

C0074
工芸品や、口承文芸、音楽、舞踊など多彩なアイヌ文化の保存・活用を支援するとともに、関係機関と連携し、多言語による国内外への発
信に取り組みます。

C0075 アイヌ新法の成立を契機に、地域振興や産業振興など未来志向の幅広い施策実現を目指します。

C0076 アイヌの伝統工芸と現代的デザインが融合した商品「アイヌ・プロダクツ」の開発を支援し、情報発信を図ります。

C0077 北海道・北東北の４道県で推進している縄文遺跡群の世界遺産登録の実現を目指します。

C0078
道内でデザインのコンペや展示会を開催して、優れたオリジナルデザインを生み出す若手デザイナーを発掘・育成するとともに、若手デザ
イナーたちの活躍の場を拡大するため、道が開発などに関わった商品や道の広報媒体でのデザイナーの活用を図ります。

C0079 優れた品質とデザイン性を合わせ持つ道産の商品を「Ｄｏ・デザイン」ブランドとし、国内外で積極的に発信します。

C0080
北海道博物館をはじめ、道内の美術館等をネットワーク化して、収蔵作品をウェブ上で公開、多言語で詳細に発信する「デジタル・北海道
アートミュージアム」を開館し、遠くに住む道民や観光客が楽しめる仕組みをつくるとともに、北海道の資産の一つとしてその活用を図り
ます。

C0081 北海道を舞台にした映像作品やマンガ・アニメなどの魅力を発信し、道内外のファンとロケ地などへの訪問者の増加を図ります。

C0082
北海道出身者のクリエーターの増加や本道を舞台とした作品の知名度向上が、新たなクリエーターや作品の誕生につながるなど、コンテン
ツ産業の好循環が実現するよう取組を進めます。

C0083
北海道胆振東部地震からの一日も早い復旧・復興に向け、住宅や生活の再建、ライフラインや社会基盤、福祉施設、教育施設、農地などの
早期復旧、産業被害への対応に全力で取り組みます。

C0084 風評被害の払拭に向けて、国内外へ正確な情報を発信するとともに、道産品の販売や観光業の誘客などの支援に取り組みます。

C0085
道路、河川、海岸など防災・減災のためのインフラの整備を着実に推進するとともに、公共施設の老朽化に対応した、適切な維持管理と長
寿命化に取り組み、市町村や関係機関との連携を強化して、さまざまな災害に備えます。

C0086
浸水・土砂災害などのハザードマップの早期作成と情報提供、防災訓練・避難訓練の充実、災害時に確実に通信・情報提供ができる体制の
構築など、ソフト対策を強化します。
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C0087
大規模災害の対応経験や検証結果を活かし、防災関係機関と連携してさまざまなケースを想定した防災訓練や研修を行い、道や市町村の危
機対応能力の向上を図ります。

C0088
災害時における情報伝達や避難誘導の体制づくりを進めるとともに、市町村と連携して防災教育や自主防災組織づくり、ボランティア人材
の確保などにより、総合的な地域防災力の強化に努めます。

C0089 お年寄りや障がいのある方など、特別なケアが必要な方々のための「福祉避難所」の整備を進めます。

C0090 「『世界津波の日』高校生サミット」の開催を契機とした、防災教育の一層の充実を図ります。

C0091
災害時の救助や各種支援活動に大きな役割を担う道内自衛隊の体制維持・強化と、自衛隊の持つ豊富な災害対応ノウハウの自治体における
活用を進めます。

C0092
道民が身近に不安を感じる犯罪や特殊詐欺事件、ネットやＳＮＳによる犯罪などの発生抑止に向けた取り組みを推進するとともに、コミュ
ニティ機能の向上などにより、安全・安心な地域づくりを進めます。

C0093 悲惨な事故を引き起こす飲酒運転の根絶に向けた啓発活動の強化を図るなど、オール北海道による交通安全運動を展開します。

C0094
高齢者や障がいのある方をはじめ、道民が消費者トラブルに巻き込まれないよう、消費者トラブル防止に向けた普及啓発や相談体制の充
実・強化を図り、公正な取引の確保に努めます。

C0095
児童虐待を防止するため、道の児童相談体制を強化し、関係機関と連携して地域の見守り機能の充実を図るとともに、ＤＶをはじめあらゆ
る暴力の根絶に向けた取り組みを進めます。

C0096
北海道経済の活性化に向けて、オール北海道で、農林水産業やものづくり産業、観光業をはじめ本道産業の持続的な発展と魅力ある雇用の
創出に向け、産業力強化の取り組みを総合的に推進します。

C0097
中小企業・小規模事業者が行う、新たな商品開発、販路開拓などへの支援や融資制度の拡充、事業承継支援など、積極的な振興対策を進め
ます。

C0098
建設業の振興のため、適正利潤を含めた予定価格の設定や労務単価の引き上げを行うとともに、事業量の確保と地場企業への優先発注や早
期発注、端境期発注に努めます。

C0099
産業や試験研究機関の集積、多様な地域資源といった北海道の優位性を活かし、本州企業の誘致をトップセールスで行うとともに、ＩＣ
Ｔ・ＩｏＴ、ＡＩの先駆的な活用による産業の振興を図り、新たな活力を生み出します。

C0100
道内で実施されている民間ロケット打ち上げを、地域と一体となって支援するとともに、産学官の密接な連携・協働による、バイオ・航空
宇宙産業などの関連研究機関や企業の誘致促進と、技術革新・研究開発の積極的な支援による成長産業化を目指します。

C0101
道内製造業の技術の蓄積、試験研究機関、高等教育機関の集積、道内各地のテストコースや広大な面積・寒冷な気候を生かし、自動走行に
関する実証実験拠点の形成や公道モデルコースの整備・提供を目指します。

C0102
ジビエ、ワイン、チーズなどの農畜産物、水産物、木材加工品など、道産品のさらなる高付加価値化とブランド化を図るとともに、ニーズ
の拡大が見込める加工品・工芸品の商品開発や、海外への売り込みを進めます。

C0103 テレワークの推進による大都市圏からの「ヒト」と「仕事」の誘致を進めるとともに、ＩＴ関連企業の研究開発拠点の誘致を図ります。

C0104
医療・介護ニーズや健康志向の高まりに対応し、大学や研究機関と連携して、再生医療をはじめ先端医療や高齢者ケアの充実に関する技術
や商品などの開発を進め、本道の健康長寿産業の振興を図ります。

C0105
安全・安価で安定的な電力供給を実現するため、ベースロード電源と再生可能エネルギー、新エネルギーをバランスよく組み合わせた持続
可能なエネルギー構成を実現します。原子力発電については、世界一厳格な基準において原子力規制委員会が審査している「安全性」の判
断を大前提にしつつ、総合的に判断します。

C0106
多様な資源や冷涼な気候など、再生可能エネルギーの「宝島」である北海道の可能性を最大限発揮するとともに、新エネルギーの導入拡大
やエネルギーの地産地消を積極的に推進します。

C0107
風力・バイオマスなど、道内における再生可能エネルギーを活用した水素製造プロジェクトを推進し、北の水素社会形成と新産業の創出を
図ります。

C0108
ブラックアウトの教訓を踏まえ、基幹送電線網としての北海道・本州間連携線の増強や、大型蓄電池システムの開発など、多様化かつ柔軟
なエネルギー需給構造を築き上げ、災害にも対応できるバックアップ分散型エネルギーシステムの確立に向けた取り組みを進めます。

C0109
本道の食ブランドの世界への発信・浸透や新たな市場の開拓、輸出に向けた道内の体制整備などを進め、食関連産業のさらなる成長を図り
ます。

C0110
国際水準ＧＡＰ、ＨＡＣＣＰをはじめとする、農畜産物や水産物、木材加工品における国際認証の取得を推進するとともに、道産食材や加
工品の高付加価値化を進めブランド力を強化します。

C0111
醸造用ブドウやナチュラルチーズの生産日本一という強みを生かし、生産技術の向上や地理的表示保護制度導入などに取り組み、道産ワイ
ンとチーズの地域ブランド化を進めます。

C0112
道産食材に含まれる機能性成分を使った「加工食品」を独自ブランドに育てるため、ヘルシーＤｏ（北海道機能性食品表示制度）を一層推
進し、「食と健康」のブランド化を図ります。

C0113
トップセールスで本道の食を情報発信するとともに、道産酒とソバ、水産加工品、ワイン・チーズなど食の組み合わせをＰＲして、積極的
に売り込みます。

C0114
ＡＳＥＡＮ諸国をはじめアジア地域との人や経済、文化の交流を促進するため、安心で安全な食や観光、高品質な加工品やサービス、誇る
べき資源にあふれる北海道を海外へ発信します。
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C0115
隣接するロシア極東地域との友好を一層深めるとともに、ロシアの政治経済の中心であるヨーロッパ部との交流を加速させ、経済・文化・
医療など幅広い分野での地域間交流の深化を図ります。

C0116 ロシアとの経済交流を通じ、北方領土問題の解決に向けた環境を整備し、外交交渉の進展を後押しします。

C0117
日欧ＥＰＡの発効や東京オリ・パラを契機として、ヨーロッパとの直行便の路線開設、食の輸出拡大、観光客やスポーツ合宿の誘致などの
取り組みを推進します。

C0118
アジアの中で北極海に最も近いという本道の地理的な優位性を発揮するため、北極海航路の活用や北極海ケーブルといった大プロジェクト
の実現可能性について官民連携で検討を進めます。

C0119
本道の強みや潜在力、投資環境などのＰＲや、投資の受入れ体制整備を地域と連携して積極的に進め、国外からの本道への民間投資を促進
します。

C0120
本道への外国人観光客の一層の拡大に向け、トップセールスをはじめとする積極的な誘客や情報発信、魅力ある観光地づくりを進め、５０
０万人の目標達成を目指します。

C0121 自然を活かしたアウトドアやレジャー、農林漁業体験や食品加工体験など、地域の特色ある体験型観光を推進します。

C0122 「アドベンチャートラベルワールドサミット２０２１」誘致を実現し、北海道観光のさらなる魅力を発信します。

C0123
東アジア諸国の観光客に加え、ＡＳＥＡＮ諸国の観光客を取り込むため、テレビ番組などメディアを活用した戦略的なＰＲや、道のシンガ
ポール事務所を中核とした現地での情報発信・相互交流を強化します。

C0124
誰もが安心・安全に観光を楽しむことができるよう、交通機関・道路・観光サービス施設における案内表示・標識等の多言語表示、Ｗｉ－
Ｆｉ環境の充実を図ります。

C0125
サイクリング周遊拠点の整備や、自転車を鉄道車両内に解体せずに持ち込むことができるサイクルトレインなど、サイクルツーリズムを推
進します。

C0126
高齢者や障がいのある方たちもストレスを感じずに旅行が楽しめる「バリアフリー観光」を推進するため、各種施設のバリアフリー化はも
とより、サービスのノウハウや情報発信の充実などを一体的に推進します。

C0127
国際的なリゾート化が進むニセコエリアに続き、観光面で高いポテンシャルをもった地域において、観光と地域の振興を一体的に進める新
たなリゾートの形成を推進します。

C0128
統合型リゾート（ＩＲ）については、経済効果をはじめとするプラス面や、社会的影響等のマイナス面を総合的に勘案し、北海道がまとめ
た「ＩＲに関する基本的な考え方」のたたき台等をベースに、「道民目線」を大切にしつつ早期に判断します。

C0129
北海道洞爺湖サミットやＡＰＥＣ貿易担当大臣会合など、様々な国際会議等の開催実績をアピールし、国際会議や展示会、学会などのＭＩ
ＣＥ誘致を推進します。

C0130
多様な地域の関係者との効果的な役割分担・連携を図り、ビッグデータの活用などによる観光客の動向を的確にリサーチ・分析し、「観光
地経営」の視点に立って戦略的なプロモーションや事業を展開します。

C0131 離島地域の特色を活かした多彩で魅力ある観光地づくりを支援します。

C0132
高齢化や担い手不足が進行する中、本道の農林水産業をより競争力のある魅力的な産業とするため、ＩＣＴやロボット、ＡＩなど先端技術
の実用化や導入に取り組み、力強い一次産業づくりを進めます。

C0133
いかなる国際貿易交渉にあっても、本道農林水産業が再生産可能となり、持続的な発展ができるよう、経営安定対策や体質強化、輸出の拡
大などの取り組みを進め、北海道農業を守り抜きます。

C0134
生産力強化のための農業基盤の整備や、担い手の育成、所得安定対策の推進と、国際水準ＧＡＰ（農業生産工程管理）の取得など、付加価
値が高く安全・安心な農産物の生産を進め、北海道ブランドの確立を目指します。

C0135 農外からの新規就農者、農家後継者に対する支援や研修の充実、女性が活躍できる環境づくりなど、地域農業を担う経営体を強化します。

C0136 家畜や人、物の移動に伴う家畜伝染病の侵入防止対策を強化します。

C0137
本道の水産業を取り巻く環境が厳しさを増す中、生産量の回復・安定を図っていくため、主要魚種の資源回復やニシン・マツカワの種苗放
流など、海域特性に応じた栽培漁業を推進します。

C0138 魚種の変化に柔軟に対応し、生産・流通体制の確立や新たな販路拡大に取り組みます。

C0139
漁業者が安心して生産活動を行い、漁業後継者や漁業に意欲をもった方が就業できるよう、漁業経営の安定化と担い手の育成確保に向けた
支援に取り組みます。

C0140
豊かな漁業環境を守るため、トド・アザラシなどの海獣による漁業被害対策を強化するとともに、多発する流木被害について、迅速な回収
処理や発生抑制対策に取り組みます。

C0141
山地災害や地球温暖化防止、木材の生産など森林の持つ多面的機能を持続的に発揮させるため、植林、間伐、路網整備などを計画的に実施
します。

C0142 北海道の豊かな森林資源を将来世代に引き継ぐため、伐採後の適切な植林を促進し、植林面積の維持・拡大を図ります。

C0143
道産木材の一層の利活用を促進するため、ＣＬＴなどの新技術の普及に取り組み、公共施設や中高層ビル、商業施設などの木造化、木質化
を進めます。
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C0144
スマート林業の確立に向け、ＩＣＴやドローンなどの活用による森林調査の効率化、情報のクラウド化、木材需給情報のマッチングなどに
取り組みます。

C0145
本道の経済や地域生活を支える鉄道やバス、タクシーといった地域の公共交通については、道民の“足”をいかに守るかを第一に考え、利
便性の向上や利用促進など地域交通の確保に向けた取り組みを進めます。特に、厳しい経営状況にあるＪＲ北海道の路線見直し問題につい
ては、地域の実情や市町村の意見などを踏まえ、関係機関による検討・協議を早急に進めます。

C0146 北海道らしい観光列車の運行など、雄大な北海道の移動そのものを楽しむ新たな旅の魅力を創出します。

C0147
北海道新幹線の札幌延伸を見据えたまちづくりを進めるとともに、観光振興など全道への波及効果を発揮するため、関係機関と連携して取
り組みを進めます。

C0148
観光の振興など札幌延伸の効果が全道に波及するよう、主要な駅・空港と道内各地を結び、人やモノのスムーズな流れを作り出す二次交通
ネットワークの構築を図ります。

C0149
ドライバー不足などが顕在化する中、必要な物流サービスを確保するため、輸送方法の集約化・効率化、鉄道やバス、タクシーなど多様な
交通手段での貨客混載など、持続的な物流システムの構築を進めます。

C0150 人手不足に対応し、省力化に向けた新技術の導入を進め、物流の効率化と利便性の向上を図ります。

C0151
地域間交流や物流の効率化、救急搬送時間の短縮、大規模災害時における代替性の確保など、本道の経済活動と道民の暮らしを支える高速
交通ネットワークの整備促進を図ります。

C0152 積雪寒冷な本道の特殊性を踏まえた除排雪や橋梁・トンネル等の老朽化対策などを進めます。

C0153
道内７空港の一括運営委託を契機として、一体的な交通・観光政策を推進し、市町村や交通・観光事業者等と連携して、委託のメリットを
最大化するよう地域振興の取り組みを推進します。

C0154 海外と本道を結ぶ国際航空路線の誘致拡大に取り組むとともに、道内航空ネットワークの充実を図ります。

C0155
北方領土問題の解決に向けて、返還が一日も早く実現され、安定的な日ロ関係が確立されるよう国に強く働きかけるとともに、北方領土隣
接地域の産業や地域の振興策に取り組みます。

C0156 北方四島における日本・ロシア共同経済活動を進め、北方領土返還に向けた取り組みを強化します。

C0157
北方領土返還運動の全国的な機運の醸成を図り、運動後継者を育成するため、領土やその歴史に関する教育の充実と啓発活動を積極的に推
進します。


